
動脈硬化を直接治療する新たな薬剤の開発を目的として、マウスや細胞を用いて
検討する。	

・細胞質基質コンドロイチン硫酸の動脈硬化発症との関与	  
・細胞外基質プロテオグリカンのアテローム性動脈硬化症進展の役割	  
・動脈硬化におけるSCUBE2の役割の解明	
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